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町 の 人 口 

(51年n月末日現在） 

人 口 9. 251人 （増5) 

男 4, 413人 （増3) 

女 4, 838人 （増2) 

世帯数 2, 872世帯（増6 ) 

出生 6人 転入 30人 

死亡 4人 転出 27人 

（定 善 寺 よ 

百八つの除夜の鐘が鳴りだせば、もう新年です 
祈りをこめてつき鳴らす鐘には 

ことしこそよい年でありますようにと 

( ）内は前月との増減 

り） 
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和
名
 
陸
月
（
む
つ
き
）
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
の
人
び
 

と
が
た
が
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
 

こ
と
を
略
し
た
も
の
 

・
ー
日
 

h乙
日
 

4
‘日 

71

日
 

（
ど
日
 

（土） 

（日） 
（火） 

（
日
）
 

（土） 
（火） 

（土） 

（日） 

（月） 

（木） 

（月） 

（木） 

元
旦
 
初
も
う
で
 

書
き
初
め
 
初
荷
 

官
庁
御
用
始
め
 

七
草
粥
 

学
校
始
業
 

鏡
開
き
 

成
人
の
日
 
お
年
玉
年
 

賀
は
が
き
抽
せ
ん
 

や
ぶ
入
り
 
家
庭
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

（
旧
第
二
公
民
館
）
 

大
寒
 

全
国
学
校
給
食
週
間
 

国
旗
制
定
記
念
日
 

▽
信
用
は
 無

形
の
財
産
△
 



第168 号 昭和52年1月1日 あ
 

報
 

広
 

昭和52年1月1日 」J か
 

あ
 

報
 

広
 

第168号 ⑧
 

「―注意しましょう ~ 

I―石油ストーブの取扱いに一 

‘せきゆストーブはじしんになつても、 

、あんぜんなものをつかいましよう ノ 

これからー月、ニ月と寒い冬のおとずれとともに石 

油ストーブの暖房器具が使われます。 

＠ 使用のさい次のことに注意しましょう。 

①使用中給油を’しない。 

②灯油がこぼれたらキレイにふきとってから点火す 

る。 

③給油が終ったら栓をしっかり締める。 

④ほこりやゴミがたまらないように常に清掃する． 

⑥使用中のストープを持ち運ばない。 

⑥カーテンやつるした衣服のそばで使わない。 

⑦引火性のものをストーブのそばで使わない。 

※ なお、田川地区では田川地区火災予防条例の改正 

により昭和52年7月1日から対震消火装置つきのスト 

ーブが義務づけられていますのでお知らせしておきま 

ず。 由川地区消防本部 

' 

町長 池永輝昭 町議会議長 早麻 豊 

ー
住
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
推
進
と
 

一 

町
財
政
確
立
を
め
ざ
し
て
ー
一
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

新
た
な
希
望
に
満
ち
た
昭
和
五
十
】
一
 

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
町
民
の
み
 

な
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

旧
年
は
、
地
方
財
政
の
危
機
で
あ
り
 

自
主
財
政
再
建
に
全
力
投
入
を
し
多
忙
 

な
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
住
民
運
動
と
市
町
村
が
一
 

体
と
な
り
、
自
主
的
な
運
動
で
あ
る
理
 

念
に
鑑
み
、
産
炭
地
振
興
施
策
と
そ
の
 

上
最
近
の
不
況
と
経
済
の
低
成
長
は
、
 

労
働
、
鉱
害
、
住
宅
、
教
育
、
福
祉
等
 

の
産
炭
地
の
特
殊
な
地
域
経
済
に
与
え
 

る
影
響
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

国
で
は
石
炭
、
石
油
特
別
会
計
か
ら
 

産
炭
地
振
興
関
係
の
諸
事
業
費
を
一
般
 

会
計
へ
移
管
す
る
と
い
う
産
炭
地
切
り
 

捨
て
施
策
へ
転
換
す
る
動
き
が
見
ら
れ
 

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
は
絶
対
さ
せ
 

て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
私
た
ち
 

は
こ
の
際
、
市
郡
の
行
政
側
の
努
力
に
 

待
つ
だ
け
で
な
く
、
住
民
自
ら
が
全
住
 

民
の
運
動
と
し
て
産
炭
地
田
川
の
危
機
 

打
開
を
は
か
る
べ
く
、
政
府
に
む
け
て
 

陳
情
し
、
地
域
住
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
 

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

産
炭
地
の
実
情
を
う
っ
た
え
て
、
住
 

民
の
生
の
声
を
国
、
県
に
対
し
て
反
映
 

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
 

も
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
が
将
来
に
む
け
、
大
き
く
地
 

方
自
治
財
政
の
危
機
を
の
り
こ
え
，
財
 

政
確
立
を
す
る
上
に
も
、
住
民
の
皆
様
 

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
 

ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
 

す。 
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町

政

に

一

層

の

 

ご

理

解

と

ご

協

力

を

 

昭
和
五
十
二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
町
 

議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
 

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

希
望
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
新
春
を
迎
え
 

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
多
幸
 

と
ご
健
康
を
心
か
ち
お
祈
り
申
し
上
げ
・
 

ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
が
 

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ッ
プ
さ
れ
、
国
内
 

政
治
は
大
き
も
揺
れ
動
き
、
多
難
な
年
 

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

、
、
ノ
 

、n
! 

一
 

本
町
は
財
政
再
建
に
取
り
く
み
、
町
 

財
政
の
将
来
へ
の
展
望
を
見
い
だ
す
べ
 

く
努
カ
さ
れ
た
事
は
、
町
議
会
と
し
て
 

も
認
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
誠
に
多
大
な
る
 

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

我
々
議
会
と
し
て
も
側
面
的
に
努
力
 

し
地
方
自
治
、
地
方
財
政
の
確
立
に
努
 

力
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
今
日
の
経
済
情
勢
か
 

ら
鑑
み
る
と
、
非
常
に
数
多
く
の
問
題
 

が
あ
り
一
挙
に
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
 

「
投
票
率
 86 

・ 67 

％」 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
終
る
プ
・
 

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
最
高
裁
 

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
去
る
十
二
月
 

五
日
（
日
）
、
午
前
七
時
か
ら
全
国
一
 

斉
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
は
第
一
投
票
所
（
役
場
旧
 

第
ニ
公
民
館
）
、
第
二
投
票
所
（
上
野
 

小
学
校
体
育
館
）
、
第
三
投
票
所
（
中
 

尾
保
育
所
）
の
三
ケ
所
で
投
票
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

十
一
月
十
五
日
に
公
示
さ
れ
た
こ
の
 

総
選
挙
は
、
地
元
四
区
で
は
各
党
よ
り
 

七
人
（
定
数
四
人
）
の
立
候
補
者
に
よ
 

り
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
さ
い
わ
い
，
投
 

票
日
I

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
有
 

権
者
の
出
足
も
よ
く
各
投
票
所
で
は
 

，
清
き
一
票
I

を
投
ず
る
有
権
者
の
列
 

が
統
き
、
晴
天
の
う
ち
に
投
票
が
行
わ
 

れ
、
投
票
率
は
八
十
六
、
六
七
パ
ー
セ
 

ン
ト
と
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
み
て
も
、
今
回
の
総
選
挙
 

は
色
々
な
問
題
を
残
し
て
の
選
挙
だ
っ
 

（清きー票を投じる有権者） 

た
為
か
、
住
民
が
政
治
に
対
す
る
関
心
 

の
高
ま
り
を
は
っ
き
り
見
せ
た
も
の
で
 

し
た
。
 

‘．
 

ま
た
開
票
は
即
日
、
午
後
七
時
か
ら
 

（厳粛の中での開票風景） 

は
困
難
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
解
決
 

し
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
二
年
は
町
と
し
て
も
大
き
 

く
飛
躍
し
て
い
く
よ
う
、
住
民
の
皆
様
 

方
の
御
協
力
と
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
 

赤
池
町
財
政
再
建
、
地
方
自
治
確
立
に
 

適
進
す
る
次
第
で
す
。
 

経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
悪
化
の
】
 

途
を
た
ど
り
、
消
費
者
物
価
の
騰
勢
は
 

依
然
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
不
況
は
ま
 

だ
ま
だ
統
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

ど
う
か
、
町
政
に
対
す
る
皆
様
の
よ
 

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
 

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
新
年
 

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

（

・

 

11 
ソ
 
、ー 

町
民
会
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、
投
票
及
 

び
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

（回） 

当
日
有
権
者
数
 
六
、
八
四
二
人
 

ニ
、
投
票
者
数
 

五
、
九
三
〇
人
 

有
効
 

無
効
 

三
、
投
票
率
 

五
、
八
二
一
票
 

一
〇
八
票
 

男
 
八
五
、
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
 

女
 
八
七
、
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
 

計
 
八
六
、
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
 

四
、
各
候
補
者
の
得
票
 
宇 

尾
形
ち
え
の
り
 

八
〇
票
 

く
ら
内
修
治
 

一
三
七
票
 

池
田
 
禎
治
 

一
一
三
五
票
 

か
じ
 

清
 

七
二
五
票
 

田
中
 

六
助
 

二
、
五
七
八
票
 

三
浦
 

久
 

五
七
〇
票
 

中
西
せ
き
介
 

一
、
四
九
八
票
 

（
届
出
順
位
）
 

な
お
棄
権
し
た
有
権
者
が
九
一
ニ
票
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
の
選
挙
の
場
 

合
表
示
者
（
町
外
に
転
出
し
て
四
ケ
月
 

を
経
過
し
な
い
者
）
が
含
ま
れ
て
い
る
 

た
め
実
質
の
棄
権
率
は
低
く
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

一
 
一
 
一
 
一
 '
 

大字赤池 

森 泰子 

大字上野 

柴田 典次 

大字市場 

木村 静夫 

あけまして おめでとうございますの
 

赤 池 町 議 会 

赤池町農業委員会 

赤 池 町 役 場 

赤池町教育委員会 

赤池町選挙管理委員会 

，
東
南
ア
ジ
ア
に
 

青

年

の

輪

を

求

め

て

I

 

第
六
回
福
岡
県
「
青
年
の
船
」
乗
船
 

者
き
主
る
 

県
政
百
年
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た
 

福
岡
県
「
青
年
の
船
」
乗
船
者
に
赤
池
 

町
か
ら
次
の
三
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

木
村
静
夫
（
市
場
）
 

柴
田
典
次
（
上
野
）
 

森
 
泰
子
（
赤
池
）
 

三
人
は
来
年
一
月
十
四
日
か
ら
二
週
 

間
の
航
海
で
フ
イ
リ
ピ
ン
共
和
国
を
訪
 

問
し
ま
す
。
 

ご
活
躍
と
、
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
 

す。 
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昭
和
五
十
一
年
度
赤
池
町
軟
式
 

連
盟
（
赤
池
町
体
協
）
で
は
四
月
 

日
よ
り
開
催
し
た
野
球
リ
ー
グ
戦
 

長
期
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
展
開
L
 

中
の
雨
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
良
等
 

か
か
わ
ら
ず
、
全
参
加
登
録
チ
r
 

健
闘
に
よ
り
十
二
月
五
日
を
も
っ
 

赤池メ ッツ心% I 4 V, 達成 
心
 

～昭和51年度町軟式野球連盟 

ー力,・雷サ呑詠呈臨匁了汐～ 

日
程
を
終
了
し
ま
し
だ
。
・
 

戦
績
の
結
果
は
、
赤
池
メ
ッ
ー
 

年
に
続
き
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。
 

ま
た
来
期
も
、
よ
り
多
く
の
ー
 

の
参
加
と
熱
戦
を
期
待
し
て
い
一
 

な
お
昨
年
の
参
加
登
録
チ
ー
・
 

チ
ー
ム
で
し
た
。
 くう 

+
」
 

約
 

一は一 

一 
” 

国
 

『に 

日
 

一、‘途 

拓
 

‘、エ、 

月
 

「
に
も
 

杉
 

ム
の
―
 

・ 

二 

て
全
 

表
 

敗
 

『 

勝
 

（ 

グ
 

』
 

一 

［ 

リ
 

」 

盟
 

マ 

連
 

／ 

球
 

ノ 

野
 

式
 

軟
 

町
 

池
 

赤
 

ノ
が
昨
 

ノ

ー

ム

 

小ず。 
一
は
十
 

\ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 勝 敗 分 

1 \ x 0 0 0 0 0 一〇 0 0 0 0 0 0 12 1 

2 0 \ 0 x △ 0 x 0 x x △ ・ 〇 x 一〇 二6 5 2 

3 x x 
＼、 

x x 0 ' x 0 x >< 0 x x x 3 10 

' 4 x 
' 0 、 

、
 

、
 

、
・
 

・

〇

 

」二 誉× 0 a . にソ叫 JQf .0 ,, △ 0 x x 0 9 3 1 

5 x △ 0 x. \ 0 0 x x x 0 a x x 5 7 

6 x x x ×一 x . \ x a x ，× x x x 0 2 

7 x 0 、 ・〇 x x 0 ＼、 0 0 0 0 、0 x 0 9 4 

8 x x x x 0 ×「 x 
\\ 

0 x 0 0 Q x 5 8 

9 x 0 0 x 0 0 x x \ x -0 , 0 x a 7 6 

10 x 0 0 △ 0 0 x 0 0 \ 0 0 x a 9 3 

11 x △ x x x a x x x x \ ‘× x x 1 1 

12 x
 

x 0 0 .;x a x x x x 0 ' \ 0 0 二6 7 

13 x 0 0 a 0 0 a x a 0 0 x × 0 ' 10 二 3 

14 x x a 、x 0 x ×
 a

 
x
 

x 0 . x x \ 4 9 

プ
 

て
 
、、ノ 

／

、

×

 

学

校

給

食

の

あ

ゆ

み

 
（」ハ） 

ー

最

近

の

学

校

給

食

 
そ
の
三
 

学
校
給
食
の
栄
養
管
理
に
当
っ
て
は
 

児
重
又
は
生
徒
の
家
庭
の
食
事
に
お
け
 

る
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
 

ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
の
摂
取
量
の
不
足
を
 

学
校
給
食
に
よ
っ
て
適
切
に
補
充
す
る
 

こ
と
を
眼
目
に
し
、
こ
の
た
め
学
校
給
 

食
に
お
い
て
、
児
童
又
は
生
徒
に
供
す
 

る
食
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
 

栄
養
基
準
量
（
児
童
又
は
生
徒
一
人
一
 

回
当
り
の
平
均
所
要
栄
養
量
の
基
準
）
 

及
び
そ
の
食
品
構
成
表
を
参
照
し
て
決
 

定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
適
用
に
当
っ
 

て
は
、
児
童
又
は
生
徒
の
学
生
別
、
性
 

別
個
人
差
な
ど
に
応
じ
て
、
栄
養
に
差
 

等
を
設
け
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
お
り
 

ま
す
。
 

熱
量
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
摂
取
量
 

が
常
に
所
定
の
栄
養
基
準
量
に
適
合
す
 

る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
 

で
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
 

な
ど
が
摂
取
不
足
と
な
り
が
ち
で
あ
る
二
 

た
め
、
各
食
材
料
の
使
用
数
量
及
び
そ
 

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
十
分
注
意
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
 

比
較
的
廉
価
で
、
か
つ
良
質
の
ア
ミ
」
 

ノ
酸
組
成
か
ち
な
る
タ
ツ
パ
ク
質
と
カ
 

ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
む
脱
脂
粉
乳
、
 

牛
乳
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
 

使
用
基
準
量
は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
 

す。 

い 

食
物
の
完
全
な
摂
取
を
は
か
る
た
め
 

児
童
又
は
生
徒
の
噌
好
を
考
慮
し
て
、
 

―
こ
れ
に
適
し
た
食
事
内
容
と
す
る
こ
と
 

が
大
切
で
あ
り
、
栄
養
、
衛
生
、
健
 

康
な
ど
の
う
え
か
ら
好
ま
し
く
な
い
噌
 

好
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
教
育
的
 

見
地
か
ら
健
全
な
噌
好
の
育
成
に
資
 

す
る
配
慮
と
健
康
上
問
題
の
あ
る
一
部
 

の
食
品
添
加
物
を
使
用
し
た
と
思
わ
 

れ
る
食
品
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
か
1
 

ら
排
除
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
 

す。 学
校
給
食
に
お
い
て
児
童
又
は
生
徒
 

に
供
さ
れ
る
食
物
は
、
小
麦
粉
（
主
と
 

し
て
パ
ン
）
ミ
ル
ク
（
牛
乳
、
脱
脂
粉
 

乳
）
お
か
ず
（
肉
、
魚
、
卵
、
豆
、
い
 

も
、
野
菜
）
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
を
と
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
、
生
徒
の
必
 

要
と
す
る
栄
養
が
十
分
に
満
た
さ
れ
る
 

よ
う
配
慮
さ
れ
、
学
校
給
食
の
食
事
内
 

容
に
つ
い
て
は
 
「
学
校
給
食
実
施
基
 

準
」
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
に
基
づ
I
 

く
「
食
品
構
成
表
」
が
「
学
校
給
食
の
 

食
事
内
容
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
示
さ
 

れ
て
お
り
ま
す
。
 

「
所
要
栄
養
量
の
基
準
」
に
は
、
熱
 

量
、
タ
 ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
カ
ル
シ
ウ
 

ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
に
つ
い
て
児
童
、
生
 

徒
別
の
基
準
量
が
そ
れ
ぞ
れ
示
き
れ
て
 

お
り
ま
す
。
 

ま
た
「
食
品
構
成
表
」
二
に
は
、
ー
所
要
 

栄
養
量
の
基
準
を
確
保
す
る
た
め
に
必
 

要
な
小
麦
粉
食
、
ミ
ル
ク
、
お
か
ず
に
 

つ
い
て
は
、
 
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
と
分
量
 （※番号は登録番号順です） 

大浦フアイターズ （大 浦） 

フアイヤーズA ‘ご （市場8区） 

フアィヤーズB （市場8区） 

ナインズ ・ （赤池10区） 

（理容組合） 

・（役場職員） 

・（商，工会） 

（市場8区） 

（市場7区） 

下田川理容 

赤池役場 

赤池商工会 

赤池ガッツ 

6. 

7. 

8. 

9. 

10． スラッガーズ 

（赤池地区） 

（大 浦）二 

（大 谷） 

（職安職員） 

（市場8区） 

. I赤池メッツ 

!． 大浦ヤンガーズ 

L 上野メッツ 

L スターダスト 

う， ユニオンズ 

9 9

1
ワ 

順
位
 

チ ・ー ム 名 試合数 勝数 敗数 引分 勝 率 
順
位
 

チ でー ム．名」主 試合数 ’勝数 敗数 引分 ~勝 率 

赤 池 メ ッ ッ 13 12 1 ・923 8 フアイャ一ーズ A 13 6 7 ・462 

9 ュ ニ オ ン ズ 13 5 7 1 ・4打 2
 

B
 

ズ
 

一

 

・J 
ャ
 

イ・ ア
 

フ
 

13 10 ら 3 ・769 

10 赤池商エ 会 13 5 8 ・385 3
 

γス タ 一ー‘ダス ト 13 , 9, 3 ー・750 

4 9 ・308 11 

1乞 

13 

14: 

ナ イ ン ズ 13 3
 

、ス ラl ッガ・ーズ 13 9 3 ・750 

上 野 メ ッ ッ 13 3 10 ・231 5
 

赤 池 役 場 13 S 4 」・692 

下 田 川 理容 13 2 ・lM 6
 

大浦ャンガーズ 
‘ 、 

13 6 5 2 ・545 

大浦フアイ夕ーズ 13 1 ・083 7
 

赤池「；ガ ッ ッ 13 7 6 ・538 

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
基
準
 

に
基
づ
き
更
に
地
域
に
ー
お
け
る
食
生
活
 

の
実
態
や
児
童
、
生
徒
の
身
体
の
発
達
 

段
階
な
ど
を
も
勘
案
の
う
え
、
魅
力
的
 

な
献
立
が
た
て
ら
れ
調
理
、
供
食
が
行
 

わ
れ
る
わ
け
で
す
。
 

つ
 
づ
 
く
 

11
飲
 
酒
 
運
 
転
 
は
 

一 

絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
万
【
ー
 

！

」

、

ノ

I
'

'

 

ノ
 

運
 

滅
 

酒
 

撲
 

飲
 

酒
酔
い
運
転
の
 

多
い
時
 

ち
ょ
っ
と
一
杯
が
 

一 

事
故
の
も
と
 

「
飲
ん
で
乗
る
あ
な
た
は
 

天
国
 
家
族
は
地
獄
」
 

新
年
を
迎
え
、
今
年
も
一
年
間
、
交
 

通
事
故
に
遭
適
し
な
い
よ
う
に
交
通
規
 

則
を
守
り
明
る
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
 

よ・つ． 

9
 

二
さ
て
，
新
年
を
迎
え
お
正
月
の
継
続
 

で
，
飲
ん
で
乗
る
あ
な
た
は
天
国
、
家
 

族
は
地
獄
I

と
い
う
悲
惨
な
交
通
事
故
 

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
飲
酒
運
転
を
皆
ん
 

な
で
防
止
し
ま
し
よ
う
。
 

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
発
生
防
 

止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
も
ょ
 

・つ。 ▽
酒
を
飲
ん
だ
時
は
、
絶
対
に
車
を
運
 

転
し
な
い
。
 

▽
酒
を
飲
ん
で
い
る
家
族
お
よ
び
来
客
 

に
は
絶
対
に
車
を
運
転
さ
せ
な
い
。
，
 

▽
家
族
の
者
が
車
を
運
転
し
て
出
か
け
 

る
時
は
、
．
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
“
つ
 

「
ひ
と
声
」
か
け
て
注
意
す
る
、
 

⑥
 
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
加
害
 

者
に
対
す
る
責
任
は
社
会
的
に
も
法
的
 

に
も
許
す
事
の
で
き
な
い
苦
痛
の
も
の
 

で
す
。
 な く そ う 交通事故 

交通死亡事故0 

500 日まで 

あと1 1 日 

(1 2 月10 日現在） 

ー＝一ーーー一ー一」ニ 



(7） 第168 号 

昭和52年1月1日 （6) 広 報 あ か い け 第168 号 

昭和52年1月1日 か
 

あ
 

報
 

広
 

一
 

年末年始急患診療に従事する在宅当番医編成表 

N
 

( 2 月 3 1 日 

（金曜日） 

1 月 1 日 

（土曜日） 

1 月 2 日 

（日曜日） 

1 月 3 日 

（月曜日） 

内
 

科
 

（
小
児
科
）
 

渡 辺 内 科 

（田川市丸山町） 

荒 牧 医 院 

（田川市猪位金） 

深 田 医 院 

（田jII市大黒町） 

中 越 医 院 

（田川市川宮） 

西 岡 医 院 

（田川市新町） 

一 本 松 病 院 

（田川市一本松） 

林 田 医 院 

（田川市番田町） 

服 部 医 院 

（田川市新町） 

荒 牧 医 院 

（田川市猪位金） 

向 笠 医 院 

（糸田町糸田） 

佐 柳 医 院 

（香春町） 

岩 田 医 院 

（大任町） 

松 村 医 院 

（川崎町川崎） 

田 中 医 院 

（川崎町安真木） 

柳 瀬 内 科 

（添田町） 

荒 木 医 院 

（川崎町田原） 

外
 

科
 

田 中 医 院 

（川崎町安真木） 

友 清 医 院 

（金田町） 

松 本 病 院 

（川崎町川崎） 

柳 瀬 外 科 

（添田町） 

弓 削 医 院 

（田川市平松） 

月 脚 医 院 

（田川市桜町） 

江 藤 医 院 

（田川市本町） 

中 村 整形外科 

（田川市中央町） 

婦
人
科
 

八 木 産 婦 人 科 

（田川市伊田） 

小 坂 産婦 人 科 

（田川市番田町） 

伊 藤 産婦 人 科 

（田川市宮尾） 

薬師寺産婦人科 

（川崎町川崎） 

募 

、 

~一隻 

福
岡
身
体
障
害
者
 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
で
は
 

昭
和
五
十
二
年
度
の
職
業
訓
練
生
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
及
び
募
集
人
員
 

洋
服
科
 
二
十
名
、
洋
裁
科
 
二
十
 

五
名
、
軽
印
刷
科
 
三
十
名
、
義
肢
 

装
具
科
 
十
名
、
印
章
彫
刻
科
 
十
 

五
名
、
 

一
般
事
務
科
 
二
十
名
、
理
 

容
科
 
三
十
名
 

▽
応
募
資
格
 

の
義
務
教
育
修
了
（
五
十
二
年
三
月
 

修
了
見
込
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
 

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
身
体
障
 

害
者
で
技
能
を
習
得
の
う
え
就
職
を
 

希
望
す
る
者
。
 

同
伝
染
性
疾
患
が
な
く
、
医
療
管
理
 

ま
た
は
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
団
体
 

生
活
に
支
障
が
な
い
者
。
 

▽
募
集
期
間
 

第
一
回
（
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
 

五
日
ま
で
）
 

一

 

国
民
年
金
だ
よ
り
 

成
人
の
日
は
 

国
民
年
金
加
入
の
日
 

成
人
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

わ
が
国
で
は
、
二
十
歳
に
な
る
と
、
 

成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
 

あ
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
義
務
を
負
う
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
 

る
の
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
 

若
い
人
に
と
っ
て
、
年
金
の
話
は
、
 

遠
い
老
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
も
 

知
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
老
後
の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
 

永
い
人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
の
出
来
事
が
 

あ
り
ま
す
。
 

マ
イ
カ
ー
運
転
で
重
傷
を
負
っ
た
と
 

き、 

】
家
の
働
き
手
が
死
ん
だ
と
き
、
 

い
と
し
い
子
が
孤
児
と
な
っ
た
と
き
な
 

ど
、
国
民
年
金
か
ら
障
害
年
金
、
母
子
 

年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
と
、
い
 

ろ
い
ろ
な
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
う
考
え
る
と
、
国
民
年
金
へ
加
入
 

す
る
の
は
、
あ
な
た
の
生
涯
安
全
計
画
 

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
す
る
こ
と
で
 

す。 国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
、
印
 

鑑
を
も
ち
、
赤
池
町
住
民
課
に
出
向
い
 

て
、
必
要
な
事
柄
を
記
入
す
る
だ
け
で
 

終
り
ま
す
。
 

二
十
歳
の
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
将
 

来
の
た
め
、
こ
の
加
入
手
続
き
を
早
く
 

済
ま
せ
橡
し
よ
う
。
 

Jー

ノ

 

O
，
'
 

こ
れ
か
ら
一
、
二
月
に
か
け
て
本
格
 

的
な
寒
さ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
 

例
年
き
ま
っ
て
水
道
管
の
凍
結
で
、
 

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
 

し
て
、
あ
わ
て
る
家
庭
が
あ
と
を
絶
ち
 

ま
せ
ん
。
 

水道管に も 

冬 支 度 を 

こ
の
よ
う
な
こ
 

と
を
未
然
に
防
止
 

す
る
た
め
、
次
の
 

よ
う
な
こ
と
に
注
 

意
し
て
下
さ
い
。
 

▽
あ
ら
か
じ
め
、
 

水
道
管
の
露
出
 

部
に
ナ
ワ
か
厚
 

地
の
布
を
巻
い
お
 

く
こ
と
。
 

▽
も
し
凍
結
し
た
ら
熱
湯
で
な
く
、
ぬ
 

る
ま
湯
を
除
々
に
か
け
る
よ
う
に
す
 

る
こ
と
。
 

▽
破
裂
し
た
場
合
は
、
至
急
次
の
と
こ
 

ろ
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

赤
池
町
役
場
水
道
課
（
二
〇
〇
四
）
 

一

 

お
 

わ
 
び
 

シ
リ
ー
ズ
「
国
保
の
窓
」
石
2
 

は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
今
回
 

（
新
年
号
）
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 

、

、

ー

ー

 

ー
 

ノ
 

第
二
回
（
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
 

五
日
ま
で
）
 

▽
申
込
先
、
問
合
わ
せ
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
福
 

岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
三
ー
九
二
一
ー
二
六
〇
〇
 

自
治
医
科
大
学
 

学

生

 の

募

集

 

自
治
医
科
大
学
で
は
、
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

▽
募
集
人
員
 
百
名
 

▽
出
願
資
格
 

の
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
昭
和
 

五
十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
）
 

⑧
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
 

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
 

ニ
月
三
日
ま
で
 

▽
申
込
先
、
問
合
わ
せ
 

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
 
電
話
〇
九
 

ニ
ー
二
九
一
ー
七
五
三
六
ま
た
は
自
 

治
医
科
大
学
教
務
課
 
電
話
〇
二
八
 

五
四
ー
四
ー
ニ
一
一
一
 

貸
唾
無
 

相 
巡
回
交
通
事
故
相
談
 

交
通
事
故
の
事
後
処
理
は
、
当
事
者
 

間
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
が
な
さ
 

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
 

加
害
者
、
被
害
者
と
も
正
し
い
法
律
知
 

識
が
な
い
場
合
、
解
決
ま
で
に
長
期
間
 

を
要
し
、
こ
の
間
悪
質
な
示
談
屋
の
介
 

入
を
招
く
な
ど
、
不
幸
な
結
果
を
招
く
 

と
い
う
事
態
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
を
利
用
さ
れ
る
こ
 

と
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
 

の
で
住
民
の
皆
さ
ん
御
利
用
下
さ
い
。
 

日
程
は
次
の
通
り
で
す
。
 

▽
一
月
十
二
日
（
水
）
 

直
方
市
 

▽
一
月
二
＋
六
日
（
水
）
 

田
川
市
 

▽
二
月
九
日
（
水
）
 

直
方
市
 

▽
二
月
二
十
三
日
（
水
）
 

田
川
市
 

▽
三
月
九
日
 
（水） 

直
方
市
 

▽
三
月
ニ
十
三
日
（
水
）
 

田
川
市
 

★
開
設
場
所
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
ニ
ー
〇
五
五
〇
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
四
ー
二
〇
〇
O
 

※
開
設
時
間
 

午
前
十
時
ー
午
後
四
時
ま
で
 

、I
）
、
J
ノ
 

) 

自
動
車
保
険
相
談
 

『 

「
小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
 

タ
ー
」
で
は
交
通
事
故
被
害
者
加
害
者
 

の
保
険
請
求
方
法
民
事
諸
問
題
の
解
決
 

に
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
 

で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

⑥
毎
日
（
日
曜
祭
日
は
除
く
）
午
前
九
 

時
三
十
分
ー
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
 

に
応
じ
ま
す
。
 

⑥
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
午
後
 

一
時
ー
四
時
ま
で
（
無
料
）
 

＠
問
合
わ
せ
先
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
（
小
倉
北
区
紺
屋
町
、
明
治
生
命
 

小
倉
ビ
ル
内
）
 

電
話
〇
九
三
ー
五
二
一
ー
二
一
四
〇
 

公
給
領
収
証
は
必
ず
 

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
 

．…．，………・．．…．，・・、；…・．‘……：'.．‘・・4
．…・J 

公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
用
、
旅
 

館
用
、
飲
食
店
・
喫
茶
店
用
e
三
種
類
 

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
公
給
領
収
証
は
、
料
理
飲
食
等
 

消
費
税
を
納
め
ら
れ
た
し
る
し
に
お
渡
 

し
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
と
 

っ
て
納
税
の
義
務
を
果
た
し
て
く
だ
さ
 

い。 

、J 
皆
さ
ん
が
料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
エ
 

1
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
飲
食
店
、
 

契
茶
店
、
旅
館
な
ど
で
遊
興
、
飲
食
、
 

宿
泊
、
休
憩
な
ど
を
さ
れ
た
と
き
は
支
 

払
っ
た
料
金
に
対
し
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
 

の
「
料
理
飲
食
等
消
費
税
」
が
課
税
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
税
金
は
店
の
経
営
者
が
県
に
代
 

っ
て
皆
さ
ん
か
ら
徴
収
し
後
日
と
り
ま
 

と
め
て
県
に
申
告
し
納
入
す
る
仕
組
み
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

店
の
経
営
者
は
こ
の
税
金
を
領
収
し
 

た
証
と
し
て
県
が
交
付
し
た
「
公
給
領
 

収
証
」
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

従
っ
て
皆
さ
ん
の
税
金
が
正
し
く
県
 

に
納
入
さ
れ
る
よ
う
必
ず
公
給
領
収
書
 

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ー
田
川
財
務
事
務
所
ー
 

あ
り
が
と
う
 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

十
一
月
二
十
七
日
、
午
後
七
時
よ
り
 

赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
、
商
工
会
青
 

年
部
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
 

こ
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
ー
の
収
益
金
の
 

中
か
ら
商
工
会
青
年
部
よ
り
、
赤
池
中
 

学
校
に
五
十
本
の
傘
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
 

た。 
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薬
王
寺
に
は
十
一
面
観
音
さ
ま
を
お
 

ま
つ
り
し
て
い
ま
す
が
、
あ
の
薬
王
寺
 

と
い
う
お
寺
が
い
つ
で
き
た
の
か
、
は
 

っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

あ
れ
は
も
と
、
こ
こ
に
香
月
か
く
じ
 

と
い
う
家
が
あ
り
、
そ
の
家
の
位
牌
所
 

と
い
う
思
い
で
建
て
た
ら
し
い
。
そ
の
 

後
、
そ
こ
に
住
い
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
 

と
に
な
っ
て
家
を
半
分
建
増
し
、
そ
し
 

し
い
。
そ
れ
で
今
、
奇
麗
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
あ
そ
こ
の
前
の
方
に
一
 

字
一
石
と
い
う
石
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
 

れ
は
昔
水
死
人
が
相
当
あ
っ
た
ら
し
く
 

こ
の
よ
う
な
水
死
人
が
あ
っ
た
勺
、
流
 

行
病
が
あ
っ
た
り
し
た
年
に
当
時
、
気
 

の
あ
っ
た
人
で
し
よ
う
が
こ
れ
を
思
い
 

つ
い
て
作
っ
た
と
か
…
、
％
 

郷
土
の
昔
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
 

叫
 

廿
 

上
野
」
』
」
ハ
区
編
 

廿
 

て
今
の
よ
う
な
格
好
に
な
っ
た
わ
け
で
 

す
。
そ
う
で
す
ね
。
ー
お
そ
ら
く
明
治
の
 

初
め
か
そ
の
前
か
で
し
よ
う
。
 

十
一
面
観
音
さ
ま
に
つ
い
て
も
仏
像
 

を
拝
見
し
て
み
る
と
随
分
古
い
品
物
と
 

思
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
に
虫
が
つ
い
 

た
り
し
て
格
好
が
悪
く
な
っ
た
の
で
素
 

人
な
り
に
い
く
ら
か
ウ
ル
シ
な
ん
か
扱
 

う
人
が
い
た
ら
し
く
、
そ
の
人
に
き
て
 

も
ら
っ
ー
て
一
回
置
直
し
て
も
ら
っ
た
ら
 

そ
れ
で
一
字
一
石
の
ほ
ぜ
き
ょ
う
を
 

書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。
 

今
い
え
ば
十
円
玉
の
大
き
さ
の
石
に
 

ほ
ぜ
き
よ
う
の
一
字
一
字
を
書
い
て
中
 

に
収
め
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
，
ご
じ
え
谷
‘
の
反
対
側
 

の
バ
イ
パ
ス
の
上
の
方
に
，
な
ぎ
め
 

丘
《
と
い
う
の
が
あ
り
、
今
で
も
名
義
 

野
と
い
う
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
 

こ
で
昔
、
石
槌
や
い
ろ
い
ろ
な
土
器
が
 

出
て
き
ま
し
た
。
 

北
田
の
下
池
の
堤
防
の
か
さ
上
げ
を
 

し
て
い
た
時
に
横
の
方
の
泥
を
取
っ
た
 

が
、
そ
こ
か
ら
沢
山
の
弥
生
式
の
土
器
 

が
出
ま
し
た
。
 

私
の
息
子
が
土
器
の
出
た
同
じ
場
所
 

で
立
派
な
形
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
 

が
、
長
さ
十
五
セ
ン
チ
の
包
丁
ら
し
い
 

も
の
を
拾
っ
て
き
て
い
ま
し
た
・
 

薬
王
子
で
も
槍
が
出
ま
し
た
‘
薬
王
 

寺
と
い
え
ば
昔
、
今
の
上
野
小
学
校
の
 

前
に
当
時
の
役
場
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
 

下
町
の
今
の
堺
米
穀
店
が
あ
る
と
こ
ろ
 

に
移
り
、
そ
し
て
現
在
の
役
場
の
位
置
 

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
に
は
個
人
の
家
を
間
借
り
 

し
て
い
た
時
も
あ
り
、
半
分
は
役
場
で
 

半
分
は
住
家
と
い
う
具
合
で
し
た
。
 

そ
れ
で
当
時
は
市
津
、
草
場
、
赤
池
 

の
人
は
税
金
を
こ
と
ま
で
納
め
に
き
て
 

い
ま
し
た
。
 

つ
 
づ
 
ノ、 

ち
よ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

換
気
に
ご
注
意
を
ノ
・
 

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
寒
く
な
り
ま
す
 

が
、
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
部
屋
を
閉
め
 

き
っ
て
暖
房
を
続
け
て
い
る
と
、
な
ん
 

と
な
く
頭
が
痛
く
な
う
で
く
る
こ
と
が
 

よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
軽
い
一
酸
化
 

炭
素
の
中
毒
で
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
人
 

命
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
 

ら
部
屋
が
暖
か
く
な
れ
ば
窓
や
戸
を
一
 

回
全
部
あ
け
放
し
て
空
気
の
入
れ
替
え
 

を
す
る
か
，
あ
る
い
は
な
る
べ
く
天
井
 

に
近
い
窓
の
一
部
を
常
に
あ
け
で
お
く
 

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【第5回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、千円札に描かれている植物は2つ。 

はサクラ，あと1つは？ 

④桐 ．・ ⑧梅 ⑥菊 

つ
 

こ
 

・ 

て
 

？
 

田
 

1
 

の
 

さ
 

ー 

る
 

草
 

つ
 

・ 

o 

い
 

の
 

矢
 

【 

の
 

ァ
 

1
 

ト
 

銅
 

フ
 

⑧
 

ッ
 

⑧
 

ル
 

ピ
 

ど
 

ー 
に
 
9
・
月
 

は
 

り
 
は
 
る
 

識
 

角

な

旬

照

 

標
 

三
 
く
 
の
 
⑧
 

の
 

⑧
 
遠

上

 

止
 

‘

 

o
や
 

一・
 

O 

し
 

く
 

J
， 
矢― 

． 

て
 

い
 

の
 

し・ 

は
 

金
 

を
 

と
 

は
 

形
 

角
 

デ
 

2
 

恋
 

鉛
 
な
 

四
 

ツ
 

⑥
 

得
 

⑥

ん

 
⑥
 

村
 

く
 

中
 

咲
 

は
 

に
 

と
 

雨
 

J
 

⑥
 

h
ノ 

け
 

や
 

、
 

⑧i ⑥ 2 

ゴ
 

ー
？
 

停
 

治
 
旬

雪

 

ロ
 

ユ 
は
 

時
 

明
 
俳

る

 

プ
 
？
 
0
 

キ
 
恋
 
銀
一
 

丸

r

 の
 
降
 

、

と

⑧

 

、
失
 
④
 

、 

④
 

、

男

④

 

2
 

3
 

4
 

5
 

〔応募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、1月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお庄所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります 

ン例 問題lB 問題2A 問題3 C 

【第四回の解答】 

1 ⑥ 2⑧ 3⑥ 4⑥ 5⑧ 

【正解者】 今回の応募総数10通のうち正解 

者はありませんでした。 

高
熱
で
も
あ
わ
て
て
 

解
熱
剤
を
の
ま
な
い
 

急
に
三
十
九
度
を
越
す
高
熱
が
出
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
そ
の
も
の
は
高
 

く
て
も
、
そ
れ
で
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
わ
て
て
は
い
け
 

ま
せ
ん
。
医
師
に
み
せ
る
こ
と
で
す
。
 

熱
は
何
が
原
因
と
な
っ
て
出
て
い
る
 

の
か
が
問
題
で
す
。
原
因
さ
え
と
れ
れ
 

ば
ひ
と
り
で
に
下
が
る
も
の
で
す
。
 

熱
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
 

原
因
を
究
明
し
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
 

い
る
病
気
を
な
お
す
の
が
先
決
問
題
で
 

す。 医
師
に
行
く
前
に
解
熱
剤
を
の
ん
で
 

熱
を
下
げ
て
し
ま
う
と
、
医
師
は
正
確
 

な
診
察
が
で
き
な
く
な
り
、
誤
診
を
招
 

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
は
い
 

け
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ん
な
と
き
に
は
往
 

診
を
た
の
み
ま
し
よ
う
。
 

甑
覇
郡
 

．
い
・
・
、
・
 

・ノ】 

て・が＠ ー
、

 

1
かA
君
 「ぬ

、
ワ
ー
ー
 


